
 

 

１ 国語 

学校番号 ２１３ 

令和 2年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ２ 年次 ２ 

使用教科書 「新編現代文Ｂ 改訂版」 （大修館書店） 

副教材等 
新訂総合国語便覧（第一学習社）、常用漢字ダブルクリア（尚文出版） 

キーワード漢字２７００（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ 

・２年生では国語の基礎力を確かなものとし、国語力を豊かにすることを心がけましょう。 

・話し合いや文章記述、発表など、アクティブな活動を取り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・評論文では筆者の主張を正しく読み解くために、語彙力を身につけるように心がけましょう。 

・小説では有名な作品に親しむとともに、正しく心情等を理解するために語彙力や文法の知識を

しっかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・文章の的確な読解を通して、客観的に理解・認識する力、主体的に思考・判断する力を養う。 

・文学作品を通して、日本語の美しさや表現の豊かさを味わい、その読解によって、自分自身や

他の世界に対する感受性や想像力を育む。 

・現代社会において求められる多様な言語能力を養うため、自身の考えを効果的に伝える表現

力・コミュニケーション力を高める。 

・生涯にわたり読書に親しむ習慣を身につける。・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に

思いや考えを表現することができる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読んだり し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 



主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

随

想 

「きっと叶います

よ」 

○  ○ ◎ ○ 

a:随筆の文章について作者の

意図を的確にとらえる。 

d,e:登場人物の様子と、それを

筆者がどのように感じている

かを読み取る。 

ｃ:自身の心に残る人物につい

て文章を書く。 

ａ：行動の観察 

c：記述の確認 

d,ｅ：定期考査 

小

説 

情報の力関係 

○ ○  ◎ ◎ 

a:評論の文章について論理の

展開や要旨を的確にとらえ

る。 

b:自分の生活における情報の

「力関係」について考え、表

現してみる。 

d:筆者の述べる情報の「力関

係」について理解する。 
e:自身の周りにある情報の示し
方による効果を理解している。 

ａ,b：行動の観

察及びワー

ク 

ｄ,e:記述の確

認及び定期

考査 

  

小

説 

ナイン 

○ ○  ◎ ○ 

a:短編小説の舞台設定、構成、

文体の特徴をつかむ。 

d:登場人物の人物像や心情の

推移を的確に読み取る。 

e:作者の軽妙な文体を味わう。 

b,e:小説を自己の問題に引きつ

けて味わう姿勢を養い、自己

について考えを深める。 

ａ：行動の観察 

b,ｄ：記述の確

認及び定期考

査 

ｅ：小テスト及

び定期考査 

２
学
期 

評

論 

ウサギの耳はなぜ

赤い？ 

○  ○ ◎ ○ 

a:評論の文章において、論の展

開、論拠、要旨を的確に捉え

る。 

c:動物の進化の仕方について、

知っている動物は何に当てはま

るか考える。 

d:なぜウサギの耳が赤くなった

のかを、筆者の論の展開に

沿って理解する。 

e:生物が進化する状況にまつわ

る周辺知識を論旨に沿って

整理する。 

ａ,c：行動の観

察 

ｄ,e：記述の確

認及び定期考

査 

 



随

想 

祖母が笑うというこ

と 

○ ○  ◎  

a:文章のリズム、ユーモアを味

わう。 

ｂ:人と人との心の触れ合いの温

かさを読み取る。 

ｄ:作品の主題について深く考え

る姿勢を養う。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

ｂ,ｄ: 

記述の確認と

分析及び定期

考査 

 

小

説 

山月記 

○  ○ ◎ ○ 

a:漢文調の表現やリズム、響き、

文体の魅力について味わう。 

c:自身の抱える「自尊心」、「羞

恥心」とは何かを考えて表現

してみる。 

d:登場人物の心情、情景の変

化を追いながら作品の主題を

読みとる。 

e：作品の主題を、自己の問題

に落とし込んで考えを深め

る。  

a:行動の観察 

c:記述の確認 

d,e:記述の確

認と分析及

び定期考査 

 

小
説 

こころ 

○ ○  ◎ ○ 

a:長編小説の展開を丁寧に追

って作品の主題に迫る。 

b:人間のあり方について問題意

識を深め、登場人物の生き方

について話し合う。 

d:作品を深く読んで人間のあり

方についての問題意識をつ

かむ。 

e:当時の文化や習俗にも触れ、

背景知識を学ぶ。 

a,ｂ:行動の観

察及び記述の

点検 

ｃ,d,e: 

記述の確認と

分析及び定期

考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 

 


